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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LMH®はナショナル セミコンダクター社の登録商標です。

概要

LMH®6550は、電圧帰還型の高性能差動アンプです。 
LMH6550は、高性能 A/Dコンバータのドライブに必要な高速、
低歪率特性を備えているだけでなく、CAT 5データ・ケーブルな
どの平衡伝送線路上の信号をドライブするための電流駆動能力
も備えています。 LMH6550は、広範なビデオ信号形式および
データ形式を処理できます。

ゲイン設定抵抗を外付けすることにより、LMH6550は所望のゲイ
ンで使用できます。 ゲイン設定が柔軟であり、高速であることから、
LMH6550は高性能通信装置の IFアンプとしての使用が適して
います。

LMH6550 の供給パッケージは、省スペース型の SOIC および
MSOPパッケージです。

特長

■ － 3dB帯域幅 (VOUT＝ 0.5VPP) 400MHz

■ 0.1dB帯域幅 90MHz

■ スルーレート 3000V/μs 

■ セトリング・タイム (0.1％) 8ns

■ － 92/－ 103dB HD2/HD3 @ 5 MHz

■ シャットダウン /イネーブル 10ns

アプリケーション
■ 差動 A/Dコンバータ・ドライバ

■ ツイストペア・ケーブル上のビデオ信号の処理

■ 差動ライン・ドライバ

■ シングルエンド入力差動出力コンバータ

■ 高速差動信号処理回路

■ IF/RF増幅器

■ SAWフィルタ・バッファ /ドライバ

代表的なアプリケーション

Single Ended Input Differential Output. 
Gain = AV=0.5 * RF/RG
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製品情報

8-Pin SOIC & NSOP

Top View
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

± 5V電気的特性 (Note 2)

特記のない限り、シングルエンド入力差動出力、TA＝ 25℃、AV＝＋ 1、VS＝± 5V、VCM＝ 0V、RF＝RG＝ 365Ω、RL＝ 500Ω。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

ESD耐圧 (Note 5)

人体モデル 2000V

マシン・モデル 200V

電源電圧 13.2V

同相入力電圧範囲 ±VS

最大入力電流 (ピン 1、2、7、8) 30mA

最大出力電流 (ピン 4、5) (Note 3)

ハンダ付け条件

赤外線または対流方式 (20秒 ) 235℃

流動ハンダ付け (10秒 ) 260℃

動作周囲温度範囲 － 40℃～＋ 85℃

保存周囲温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

総電源電流 4.5V～ 12V

パッケージ熱抵抗 (θJA) (Note 4)

8ピンSOIC 150℃ /W

8ピン MSOP 235℃ /W
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特記のない限り、シングルエンド入力差動出力、TA＝ 25℃、AV＝＋ 1、VS＝± 5V、VCM＝ 0V、RF＝RG＝ 365Ω、RL＝ 500Ω。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

5V電気的特性 (Note 2) 

特記のない限り、シングルエンド入力差動出力、TA＝ 25℃、AV＝＋ 1、VS＝ 5V、VCM＝ 2.5V、RF＝RG＝ 365Ω、RL＝ 500Ω。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。
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5V電気的特性 (Note 2) (つづき)

特記のない限り、シングルエンド入力差動出力、TA＝ 25℃、AV＝＋ 1、VS＝ 5V、VCM＝ 2.5V、RF＝RG＝ 365Ω、RL＝ 500Ω。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。
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50 5V電気的特性 (Note 2) (つづき)

特記のない限り、シングルエンド入力差動出力、TA＝ 25℃、AV＝＋ 1、VS＝ 5V、VCM＝ 2.5V、RF＝RG＝ 365Ω、RL＝ 500Ω。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

Note 1: 絶対最大定格とは、デバイスに破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」は、デバイスの意図する動作条件を示し、特定の性
能を保証するものではありません。仕様および試験条件の保証値に関して「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 「電気的特性」の値は、記載温度における工場出荷試験条件にのみ適用されます。工場試験条件で生じる自己発熱は、TJ＝TAとなる程度にきわめ
てわずかです。「電気的特性」には、自己発熱によりTJ＞ TAとなる条件下で保証されるパラメータ性能値は記載されていません。 

Note 3: 最大出力電流 (IOUT)はデバイスの最大消費電力で決まります。
Note 4: 最大許容消費電力 PDは、TJ (MAX)、θJA、TAの関数です。任意の周囲温度での最大許容電力損失は、PD＝ (TJ (MAX)－TA)/θJAです。 すべての

数値は 2層プリント基板に直接ハンダ付けされたパッケージに適用されます。
Note 5: 人体モデルでは 1.5kΩと100pFが直列接続され、マシン・モデルでは 0Ωと200pFが直列接続されます。
Note 6: スルー・レートは立ち上がり/立ち下がりエッジの平均値です。
Note 7: 代表値は最も標準的な数値です。
Note 8: リミット値は 25℃で全数テストされます。 動作温度範囲内のリミット値は、統計的品質管理 (SQC:Statistical Quality Control)手法を使用した相関関係に

基づいて保証されます。 
Note 9: 負の入力電流にはデバイスから流れ出る電流が含まれます。
Note 10: ドリフトは、2点の温度間で生じたパラメータの変化量を、2点の温度間の温度差で除したものです。
Note 11: パラメータは設計保証値です。
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代表的な性能特性
特記のない限り、TA＝ 25℃、VS＝± 5V、RL＝ 500Ω、RF＝ 365Ω、AV＝＋ 1。

Frequency Response vs. Supply Voltage

Frequency Response vs. VOUT

Frequency Response vs. Capacitive Load

Frequency Response

Frequency Response vs. Gain

Suggested ROUT vs. Cap Load
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50 代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、TA＝ 25℃、VS＝± 5V、RL＝ 500Ω、RF＝ 365Ω、AV＝＋ 1。

Suggested ROUT vs. Cap Load

2 VPP Pulse Response Single Ended Input

Output Common Mode Pulse Response

1 VPP Pulse Response Single Ended Input

Large Signal Pulse Response

Distortion vs. Frequency Single Ended Input
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、TA＝ 25℃、VS＝± 5V、RL＝ 500Ω、RF＝ 365Ω、AV＝＋ 1。

Distortion vs. Frequency Single Ended Input

Minimum VOUT vs. IOUT

Closed Loop Output Impedance

Maximum VOUT vs. IOUT

Closed Loop Output Impedance

PSRR
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50 代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、TA＝ 25℃、VS＝± 5V、RL＝ 500Ω、RF＝ 365Ω、AV＝＋ 1。

PSRR

Balance Error

CMRR

3rd Order Intermodulation Products vx. VOUT
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アプリケーション情報

LMH6550は、広帯域差動信号を低歪率で増幅する目的で回路
設計された完全差動型アンプです。 LMH6550は最高の平衡特
性および歪率特性を求めて完全に集積化されていますが、機能
的には 3つのチャネルがあります。 3つのチャネルのうち 2つは
V＋とV－の信号経路チャネルで、反転型オペアンプと同様の機
能を持ち、主要な信号経路になっています。 3 番目のチャネルは
同相帰還回路です。 この回路は、出力を同相に設定すると同時
に、2 つの入力チャネルの一方のみがドライブされている場合で
も、V＋出力とV－出力が同じ大きさで逆の位相になるように 2つ
の出力をドライブします。 同相帰還回路を使用すると、シングルエ
ンド入力から差動出力への変換動作を実現できます。

LMH6550は、外付け抵抗でゲインを設定できる電圧帰還型アン
プです。 出力同相電圧は VCM 端子で設定します。 この端子は
低インピーダンスの基準電圧でドライブし、0.1μF のセラミック・コ
ンデンサでグラウンドにバイパスします。 VCMに結合されるすべて
の信号は出力に伝送されるため、アンプのダイナミック・レンジが
低下します。

LMH6550は、未使用時に消費電力を低減するために ENABLE
端子を備えています。 ENABLE 端子は開放状態の場合、High
レベルになります。 この端子を使用しない場合は、開放状態のま
まで構いません。 アンプがディスエーブル状態になると、アンプの
出力段は高インピーダンス状態に移行します。 この状態になると、
帰還抵抗とゲイン設定抵抗によって回路のインピーダンスが設定
されます。 このため、ディスエーブル状態では入出力間の分離度
が低下します。 

完全差動動作

LMH6550が最高の性能を発揮するのは、両電源を使用し、完
全差動構成になっている場合です。 推奨回路については、
Figure 1および Figure 3を参照してください。

1

FIGURE 1.   Typical Application

Figure 1に示す回路は、A/Dコンバータをドライブするときに使用で
きるような標準的な差動アプリケーションです。 この回路の閉ルー
プ・ゲインは、次式で求められます (AV) = VOUT/ VIN = RF/RG。 こ
のデータシートに記載したすべてのアプリケーションでは、VINは信
号源から回路に供給される電圧とみなしています。 差動信号の場
合は両入力での信号の差 (個々の信号の大きさの 2倍 )になりま
すが、シングルエンド入力の場合はドライブされる入力信号そのも
のになります。

抵抗 ROは、負荷 CLが存在する場合 (A/Dコンバータでは標準
的 )、アンプを安定状態に保つのに役立ちます。 抵抗 RF、RG、
RO のマッチング特性が良好でボード・レイアウトが厳密に対称に
なっていることを前提にすると、差動信号を入力した場合、
LMH6550 は優れた歪率特性、平衡特性、同相除去特性を示
します。 直流での CMRRが 80dBを超えているため、ほとんどの
回路の直流および低周波数でのCMRRを決める主な要因は、外
付け抵抗とボードのトレース抵抗になります。 周波数が高い場合
は、ボード・レイアウトの対称性も要因になります。 精度が 0.1%以
上の高精度抵抗の使用を推奨します。慎重なボード・レイアウト
も必要です。 

2

FIGURE 2.   Fully Differential Cable Driver

最大 15VPPの差動出力電圧振幅と80mAの線形ドライブ電流に
より、LMH6550 は、Figure 2に示すような優れたケーブル・ドラ
イバを構成します。 LMH6550は、シングルエンドの信号源から差
動ケーブルをドライブする用途にも適しています。

3

FIGURE 3.   Single Ended in Differential Out
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4

FIGURE 4.   Split Supply Bypassing Capacitors

5

FIGURE 5.   Single Supply Bypassing Capacitors

LMH6550には、Figure 4および Figure 5に示すように電源バイ
パス・コンデンサが必要です。 0.01μFと 0.1μFのコンデンサは、
リードレスの表面実装型セラミック・コンデンサとし、電源端子か
ら 3mm 以内に配置します。 表面実装型コンデンサは、グラウン
ド・プレーンに直接実装します。 トレースの厚さが不足していたりス
ルーホールの径が小さいと、バイパス・コンデンサの効果が減少
します。 また、この 2つの図は、VCM端子とグラウンド間にもコン
デンサがあることを示しています。 VCM端子はバッファへの高イン
ピーダンス入力であり、ここで同相出力電圧を設定します。 この入
力にノイズがあると、そのまま出力に伝達されます。 同相出力ノイ
ズは、ダイナミック・レンジの減少、CMRRの低下、平衡特性の
低下、歪率の増加の原因になります。 VCM 端子は、未使用の
場合でも必ずバイパスしてください。 チップ上には内部抵抗分割
器があり、同相出力電圧を 2 つの電源端子電圧の中間点に設
定しています。 この端子の入力インピーダンスは、約 25kΩです。
別の同相出力電圧が必要な場合は、ノイズのない高精度の基準
電圧源でこの端子をドライブしてください。

シングルエンド入力差動出力

LMH6550は、アクティブ・バラン変圧器として優れた性能を発揮
します。 Figure 3に、LMH6550を使用してシングルエンドの信号
源から差動信号を生成する代表的なアプリケーションを示しま
す。 シングルエンド入力を使用すると、差動入力の場合と比較し
てゲインが 1/2 になることに注意してください。 このため、閉ルー
プ・ゲインは次式のようになります。ゲイン = AV = 0.5 * RF/RG

シングルエンド入力動作では、同相出力電圧は、完全差動モー
ドの場合と同様にVCM端子で設定します。 さらにこのモードでは、
未使用の差動入力端子に存在しない信号を同相帰還回路が再
生成する必要があります。 「Balance Error (平衡誤差 )」という
表題の特性図は、この処理の効果を測定した結果を表していま
す。 同相帰還回路には、シングルエンド入力を使用して平衡出力
を確保する役目があります。 平衡誤差は、同相出力電圧に結合
している入力信号の大きさとして定義されます。 この値は、不要
な同相出力振幅を入力の信号で割った値として測定します。 平
衡誤差の原因は、チャネル間ゲイン誤差または位相誤差です。 い
ずれの条件によっても同相シフトが発生します。 「Balance Error」
という表題のグラフは、アンプの動作の中で最も要求の厳しい動
作モードであるシングルエンド入力での平衡誤差の測定結果を
示しています。 

この動作モードでは、電源端子とVCM 端子間のバイパスも重要
です。 バイパスの推奨方法については、前述の「完全差動動
作」を参照してください。電源の推奨バイパス構成については、
Figure 4および Figure 5も参照してください。

単一電源動作

LMH6550 の入力段には、シングルエンド入力時の単一電源動
作に対応するために、低電圧側に 0.7Vの組み込みオフセットが
あります。 Figure 6に示すように、入力同相電圧は同相出力電圧
より小さくなります。 同相入力電圧は、帰還回路網を介してデバイ
ス出力から流れる電流で設定します。 同相入力電圧範囲は
0.4V ～ 3.2V であるため、ゲイン設定には制約があります。 この
制約に対する解決策としては、入力信号の AC結合、両電源の
使用、増幅段ゲインの制限などがあります。 単一電源での AC結
合をFigure 7に示します。

下の Figure 6では、閉ループ・ゲイン＝AV＝RF/RGになってい
ます。 シングルエンド入力差動出力動作では、VIN はシングルエ
ンド方式で測定されるのに対して、VOUTは差動方式で測定され
ることに注意してください。 つまり、2つの出力端子を別個に測定
した場合、実際にはゲインが 1/2になる (6dB小さくなる )という意
味です。

VICM= 同相入力電圧 = (V＋ IN＋V－ IN)/2

6

FIGURE 6.   Relating AV to Input/Output Common Mode 
Voltages



13 www.national.com/jpn/

L
M

H
6550

アプリケーション情報 (つづき)

7

FIGURE 7.   AC Coupled for Single Supply Operation

A/Dコンバータのドライブ

A/Dコンバータには、難易度の高い負荷条件があります。 通常、
この負荷条件は高インピーダンスの入力で、その容量成分が大き
く変動する場合が多い条件です。 これに加えて、通常はスイッチ
ト・キャパシタ回路やサンプル /ホールド回路に伴う電流スパイクが
発生します。 Figure 8に、A/Dコンバータをドライブするための代
表的な回路を示します。 56Ωの抵抗 2本により、A/Dコンバータ
の容量性負荷をアンプから分離して安定性を確保します。 さら
に、これらの抵抗はローパス・フィルタの一部を形成しており、こ
れによってアンチ・エイリアス機能やノイズ低減機能が得られま
す。 39pFのコンデンサ 2つは、A/Dコンバータ内部のスイッチン
グ回路から発生する電流スパイクを平滑化する役割を果たし、
A/D コンバータのローパス・フィルタ処理における重要な部品に
なっています。 Figure 8の回路では、フィルタのカットオフ周波数は
1/ (2*π*56Ω *(39pF＋ 14pF))＝ 53MHz (サンプリング周波数よ
りわずかに低い周波数 )になります。 A/Dコンバータの入力容量
は入力フィルタの周波数応答の要因として考える必要があるた
め、差動入力にすると、実質的な入力容量は 2倍になります。 さ
らに、Figure 8に示すように、多くの A/Dコンバータの入力容量
はクロック周波数に応じて変動します。 詳細については、使用す
る特定の A/Dコンバータのデータシートを参照してください。

8

FIGURE 8.   Driving an ADC

アンプと A/D コンバータは、可能な限り近くに配置してください。
どちらのデバイスも、フィルタの構成部品はすぐ近くに配置する必
要があります。 アンプ側では、出力トレース上での寄生負荷の発
生を最小限に抑える必要があり、A/Dコンバータはその入力トレー
ス上で結合する可能性がある高周波ノイズの影響を受けやすい
性質があります。 一部の高性能 A/Dコンバータの入力段では、そ
の帯域幅がサンプリング・レートの数倍になっています。 このサン
プリング処理の結果、入力段に供給されるすべての入力信号は、
ナイキスト周波数範囲 ( 直流～ Fs/2) 内にミックス・ダウンされま
す。 サブサンプリング処理とそれによって使用のシステムに必要
なフィルタ処理が課される要件の詳細については、AN-236 を参
照してください。

変圧器の使用

変圧器はインピーダンス変換だけでなく、シングルエンドから差動
への変換や差動からシングルエンドへの変換にも有用です。
Figure 9に示すように、変圧器を使用すると、アンプの出力電圧
を昇圧してインピーダンスのきわめて高い負荷をドライブすることが
できます。 Figure 11 には、出力電圧を降圧して低インピーダンス
の負荷をドライブする逆のケースを示します。

変圧器には、使用する変圧器を選定する前に検討が必要な制
限事項があります。 差動アンプと比較した場合、変圧器の最も重
大な制限事項は、直流成分を通過させることができないことと平
衡誤差です (これが原因で歪みやゲイン誤差が発生します )。 ほ
とんどのアプリケーションでは、LMH6550は十分な出力振幅特性
およびドライブ電流特性を示すため、変圧器が望ましいことはあり
ません。 変圧器は、主に差動回路と50Ωのシングルエンド・テス
ト装置間のインタフェースとして診断テストを簡素化する目的で使
用します。
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FIGURE 9.   Transformer Out High Impedance Load

10

FIGURE 10.   Calculating Transformer Circuit Net Gain

11

FIGURE 11.   Transformer Out Low Impedance Load

12

FIGURE 12.   Driving 50Ω Test Equipment

容量性負荷

「A/Dコンバータのドライブ」で説明したように、容量性負荷は値
の小さい抵抗によりアンプ出力から分離する必要があります。 こ
のことは、特に 500Ω以上の抵抗成分が負荷に含まれる場合に
当てはまります。 代表的な A/Dコンバータの容量成分は約 10pF
であり、抵抗成分は 1000Ω以上です。 50Ωの同軸や 100Ωの
ツイスト・ペアなどの伝送線路をドライブする場合は、マッチング抵
抗を使用すれば、その結果生じる容量は十分に分離できます。
その他のアプリケーションについては、「代表的な性能特性」の
「Suggested ROUT vs. Cap Load」のグラフを参照してください。

消費電力

LMH6550は、形状因子の小さい標準の SOICパッケージで最高
の速度と性能が得られるよう最適化されており、本来は 2 チャネ
ルのアンプです。 最大の出力ドライブ能力と最高の性能を確保す
るため、サーマル・シャットダウン回路は内蔵していません。 この
ため、全体的な消費電力が原因で TJMAXを超えることが決して
ないように確認することが最も重要です。

LMH6550の最大消費電力は次の手順により求められます。 

1. 待機時 (無負荷時 )消費電力を求めます。PAMP = ICC* (VS)
ここで、VS = V＋ － V－です。 (VOCM が中点電位でない場
合は、帰還回路網を流れる電流も考慮してください。 )

2. それぞれの出力段で消費される電力の RMS値を求めます。
PD (rms) = rms ((VS － V+

OUT) * I+
OUT) + rms ((VS－ V－

OUT) * I－OUT)ここでVOUTおよび IOUTは、差動アンプをシ
ングルエンドのアンプであるとみなして差動アンプの出力端子
で測定した電圧および電流であり、VS は全体の電源電圧を
表します。

3. RMS電力の合計を求めます。 PT = PAMP + PD

与えられた温度条件でLMH6550のパッケージが放熱できる最大
電力は、次の式で得られます。

PMAX＝ (150℃－TAMB)/θJA。ここで TAMBは周囲温度 (℃ )、
θJAは与えられたパッケージの接合部・周囲間熱抵抗 (℃ /W)で
す。SOICパッケージのθJAは 150℃ /W、MSOPパッケージの
θJAは 235℃ /Wです。

NOTE: VCMが 0Vでない場合は、帰還回路網を流れる待機時
電流が発生します。 この電流は放熱計算の対象にして、アンプ
の自己消費電力に加算する必要があります。



15 www.national.com/jpn/

L
M

H
6550

アプリケーション情報 (つづき)

ESD保護

LMH6550のすべての端子には静電破壊(ESD)に対する保護回
路が内蔵されています。LMH6550は人体モデルで 2000V、マ
シン・モデルで 200Vまでの放電事象に対して耐圧を持っていま
す。閉ループ動作の状態では ESDダイオードは回路性能にはな
んら影響を与えません。しかし、条件によっては ESD ダイオード
の存在が顕在化する場合があります。 LMH6550 の電源の切断
時に LMH6550が大信号でドライブされると、ESDダイオードが導
通します。 ESDダイオードを流れる電流は、電源端子を通ってチッ
プから流れ出るか、またはデバイス内部を流れます。このため、
入力端子に大信号が印加された状態でチップの電源が投入さ
れる可能性があります。 電力を節約しながら予想外の動作を防
止するには、シャットダウン・モードを使用するのも1つの方法です。

基板レイアウト

LMH6550は非常に性能の高いアンプです。 差動回路構成の利
点を最大限に活用するには、ボード・レイアウトと部品の選定がき
わめて重要です。 回路基板には、低インダクタンスのグラウンド・
プレーンと十分にバイパスされた幅の広い電源トレースが必要で
す。 外付け部品には、リードレスの表面実装型を使用します。 帰
還回路網の配線は短くして、出力マッチング抵抗には高精度抵
抗 (0.1%)を使用します。 出力マッチング抵抗は、電源バイパス・
コンデンサの場合と同様にアンプから3～ 4mmの範囲内に配置
してください。 LMH730154 評価ボードは、好適なレイアウト技法
の一例を示したものです。 評価ボードはナショナル セミコンダク
ターのWebサイトにある製品フォルダから無償で入手できます。

LMH6550 はアンプ入力の寄生容量に影響を受けやすく、程度
は低いものの出力の寄生容量にも影響を受けます。 アンプの真
下や RFおよび RGの真下にはグラウンドと電源の配線パターンを
配置しないでください。

どのような差動信号経路の場合でも、対称性は非常に重要です。
小規模の非対称性であっても、歪みや平衡誤差につながります。

評価ボード

適正な高周波レイアウトを行うには、電源トレースとグラウンド・ト
レースを反転入力ピンと出力ピンから離しておきます。これらのノー
ドの寄生容量 (対グラウンド )は、周波数応答にピークをつくった
り、回路発振を起こしたりする原因となります (「アプリケーション・
ノートOA-15」を参照 )。高周波用レイアウトの基準として、また
デバイスの試験や特性測定の補助手段として、次の評価ボード
の利用を推奨します。

ナショナル セミコンダクター社にデバイスのサンプルをお申し込み
になれば、評価ボードを無償で提供します。

デバイス パッケージ 評価ボード部品番号

LMH6550MA SOIC LMH730154
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8-Pin SOIC
NS Package Number M08A

単位はmillimeters

8–Pin MSOP
NS Package Number MUA08A
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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